
自然の変化，社会の変動，そして人間の心の

移ろいは，日に日に激しさを増しつつある。こ

の激動の魔物は，世界の至るところに現われ，

グローバル化，ネットワーク社会への移行を促

し続けて止まない。今後の工業教育を占おうと

する時，各個の文化・文明とともに，文化・文

明相互の衝突の様の考察をないがしろにしては，

とても課題を探ることは不可能のように思う。

私は，先に後期中等教育段階のインダストリ

アリゼーション（Industrialization）〔工業化

（産業化）〕を内容とする工業教育について，そ

の振興を目指し，次の冊子「立国の礎」をまと

め世に問うた。本書の主張の中心は，技能・技

術の分野で，工業高校生が，個人またはグルー

プとして，持てる能力を存分に発揮すること，

そして社会の一員として，誇りを持って献身・

奉仕の誠をつくすことを目指したつもりである。

１

１．現代社会と教育

NYタイムズの「クルーグマン・コラム」が，

朝日・８月１２日に，次の見出し訳で掲載されて

いた。

「真っ暗になる米国」「崩れゆく社会基盤と公教育」

ポール・クラッグマン（Paul Krugman）

（米プリンストン大教授　ノーベル経済学賞

受賞０８）

本文には「経済の成長は，高い教育を受けた

人々と高い品質の社会基盤が決定的に重要であ

る」とあり，現米国の社会基盤，公教育の崩れ

を具体的に指摘している。

私は昭和４３年（１９６８）に教育委員会勤務に

なった時「アメリカの教育は，日本の１０年先

を走っており，アメリカが咳をすると日本は風

邪を引く」とまで言われていたことを考えると，

正に隔世の感である。

人類は，自然への寄生の未開社会から，農業

社会，工業社会，そして情報通信社会・ネット

ワーク社会へと歩を進めている。農耕民族日本

人の主な歩みは，農業社会までの歩み１万年近

くに，工業社会およそ２００年と考え，今後の工

業教育を構想することが必要であろう。

ここでは高度経済成長期の工業教育に，さら

に新たに２つの視点を提言しておこう。

（１） 作る喜びに向かう

工業教育では，技能，技術，さらにはITを含

め考究せねばならないが，昭和３０年・４０年頃は，

工業教育の足跡と課題Ⅰ
――技能・技術に誇りを求めて――

拓殖大学名誉教授　小林　一也

小林一也著「立国の礎　ものづくり　国づくり」

平成２２年２月１日 ２５１頁

第１編　祖国の立国に思う （第２編　教育論は省略）

第１章　わが風土　　　第２章　日本の学校

第３章　経済発展・教育変貌

第４章　立国にはせる夢　

第５章　新日本教育の展開

むすび　匠にいざなわれて

注） 本資料 ３３４号には，工業教育への新提言（第１

編の前段として），３３５号では，第１編後段（今後の

工業教育予測）を記載し，立国の礎の要点を，以上

２回に分けて示した。



技能取得よりも知識理解を重視する傾向がやや

多かったように思う。この重点を変えることは

不可能に近いが，形式知以上に身体知に重きを

置いた工業教育を実現したい。ホモ・サピエン

ス（homo sapiens）（知恵ある人）ではなく，

ホモ・ファベル（homo faber）（作る人）を目

指す工業教育を充実しよう。ホモ・ファベルは，

人間の本質規定とされ，それは「物質的かつ精

神的に創造すること，ものを作り自己自身を作

ることにある（ベルクソン）」とされているか

らである。

脳を使い直線的に事を理解する知性の作用以

上に，全身を使って実際に作り，身体知が心を

ゆり動かす工業教育を目指したい。

工業教育の授業についていえば，知識や技能

の理解・習得を目指す学校学力の向上を図るこ

とはもとより，全身を使って汗しながら実物を

作り，全知全能（心）を活動させる。教師はそ

れを汗しながら詳細に観察し，生徒の長所を探

し（観点別評価），繰り返しほめ，生徒たちが

社会的・実際的な作る能力（強靱な心）の体得

に努めるようにしよう。

（２） 作る祈りに向かう

何事も，自利を中心に考えれば競争が強くな

り，利他を思えば協調に傾いてゆく。そして，

その頂点にはいつも「祈り」（心構え）があるよう

に思う。教育は人間の形成を助けるものである

から，「祈り」から離れるわけにはいかない。

みなさんは，工業教育の教壇に立った時，ど

んな心構えが一番強いでしょうか。多分，生徒

個人や一国の経済と工業や，工業における社会

的競合関係などが，強く念頭にあろうかと思う。

これは当然なことなのである。しかし，工業‐

経済‐教育の関連を，余りにも重視し過ぎると，

競争が前面に出過ぎて，人間教育の姿が薄れて

しまうように思う。

学校でも家庭でも，時に企業においても，人

間の生きている場所では「自由な祈りに包まれ

て育つ」（心を育てる）ことが，とても大切で，

これあってはじめて，すばらしい工業教育が実

現されることになろう。

ITやネットの活用が，多量のデータによる先

の参院選挙のようになったり，人間を効率向上

のための機械的要素にしてしまうような動きか

らは，人間の幸せは生まれてこない。

２００９年７月オバマ大統領・ダンカン教育長官

（米国）は，「教育改革は経済再建につながる。

各州は総額４０億ドル（約３５００億円）の補助金

を目指し改革を競ってほしい」とし，「レース・

トゥ・ザ・トップ（頂点の競争）」という教育

賞金レースを呼びかけた。既にイギリスにおい

ても，サッチャー，ブレア両首相が，イギリス

教育再建のための賞金レースを永年続けている

が，成果は上がっていないと聞く。それには，

自由な祈りの欠落，崩れゆく社会基盤による教

育の減退があろうと思う。

私は，昭和４０年中頃，アメリカ各地の義務教

育学校や日本人学校を見学した。驚いたのは，

アメリカの学校の年間登校日数が１８０日以下で

あったことである。土・日はお休みで教会に祈

りに行く日であった。ところが，その後アメリ

カでは教会に行く人が少なくなったと聞いた。

この辺が米国の崩れゆく社会基盤であり，学校

の教育内容をどのように改めても，教育の改善

には程遠いのではないかと思う。

教育を，時に学業成績や経済のレベルで考え

ると共に，道徳・宗教の面からも考え直してい

こう。日本においても，家庭内の神仏へのお参

り（祈り），お彼岸やお盆のお参り（祈り）な

どについても，みんなで相談し実行していくこ

とが，日本の社会基盤を揺るぎないものにし，

教育の効果をも左右する一助になるように心掛

けていきたい。

２．高度経済成長の背景

「立国の礎」の中の「第１編祖国の立国に思

う」は，６章で構成されているが，この２では，

２



第１章わが風土，第２章日本の学校，第３章経

済発展・教育変貌の３つの章の要点をまとめ，

日本経済の飛躍的発展の背景を明らかにしたい。

戦後の昭和期は，世界に類例を見ない程の高度

経済成長期を迎え，世界的に様々な日本研究が

行われた。農耕民族である日本人の勤勉性や，

学校教育の成功などがけん伝されたが，経済成

長の最大の要因は，戦後の日本の貧しさにあっ

たと思う。平成に入ってからの経済低迷期の日

本経済の動向を考える時，何か登りつめた安心

感さえ日本全体に漂っているのではないかと感

じる昨今である。ここで，日本の経済成長の原

点をまとめておこう。

（１） 第１章　わが風土

ここでは，次の４つに分け，日本の自然・人

間・社会の特色についてまとめた。

１　瑞穂国・稲作日本　２　手仕事・日本

３　産業（工業）文明　４　国づくり

以下は著書引用を中心に，要点のみ示した。

○日本　はっきりとした四季があり，特に暑熱

と湿気の結合を特性とするモンスーン（季節風）

域にある。四季は自然の美を様々に表現してく

れるが，自然の暴威に身構えざるを得なくもし

ている。年間を通して湿潤な地域であり，自然

に恵まれてはいるが，梅雨や台風は農耕文化日

本に巨大な暴威として襲いかかることも度々で

ある。

○瑞穂国・稲作日本　古代の祖先は，直観的に

わが国土を「豊葦原の瑞穂国」と呼んだ。瑞穂

国という日本の美称は，自然の豊かさを表す国

の誇りであり，小学校の頃これを聞きながら，

日の丸弁当の蓋についた米粒を一粒たりとも粗

末にしてはならないという行いを身につけた。

昭和２５年（１９５０年）のある調査によれば，そ

の頃の日本の農林水産業従事者は４５％，工業等

労働者は３８％であった。

○日本人の性格　「しめやかな激情・戦闘的恬

淡」これは和辻哲郎の表現であるが，時に激し

く激情的であるが，静かな和合に落ち着き，攻

撃的ではあるが，知ることに努め融合する。こ

の性格は共同の農作業から生まれでたものとい

えよう。

○日本人の道徳思想　日本の独特な道徳思想は

少ないが，外来の思想を稲作などを通し，日本

的に作り出した精神が多い。慈愛，正義，慈悲，

義（恥），尊皇などが代表的なものである。

○手仕事の奥ゆかしさ　人間が手でつくったも

のと，道具・機械でつくったものとで，どこが

違うのであろうか。手づくりの品物は，つくる

人間，つくる手により同じ品物を作っても品質

が違う。同じ人がつくっても，その時の心の持

ち様で品物の質が違ってくる。それに比べ機械

製品は，理論でつくった機械を使うので，誰が

作っても同じ品物ができやすい。

○技術者倫理　今，工業における業務事故が多

く技術者倫理が問われている。文明と安心・安

全ということが重大な問題となっているが，こ

の解決には，次の２つの課題があろう。

その１は，幼少時のものづくり経験の不足，

それが皆無に近い人も多い。しかも，学校生活

が長期にわたり，その間，技の経験を積む時を

持たない。経験無くして技は発揮されることは

ない。

その２は，この方が大きいとも思うが，採算，

利益，効率のために手を抜き，点検，見直しを

省略する傾向である。機械を使って作業を進め，

体での確認を怠ることが多いのではないか。経

済と安心・安全と，どちらが大切か，この本末

転倒こそ阻止しなければならない。

○国づくり　国家に生きる国民の願いは，次の

２つの次元で考えることができる。

①　精神性（安心・安全） 非営利性・日常

性・協調性で生活に直結した営み，衣・食・

住，医療，教育，福祉など，献身・奉仕の精

神的行動

②　経済性・効率性　産業，職業生活における

３



競争など，ものづくりなどの成果，豊かな国

づくり

○国家安泰の四原則　中国の管子に「四維」

「国維」つまり４つの大綱が論じられていると

いう。いずれも国づくりに大切な精神世界を現

している。四維とは，次の四原則である。

ア　礼　正しい秩序と調和　生活の規範

イ　義　条理に従う　利害を捨て人の道を行

う

ウ　康　無私　私心なく公平なこと

エ　恥　公に背くことはしない　名誉

（２） 第２章　日本の学校

ここでは，次の５つに分け，日本の学校制度

全般，並びに工業教育についてまとめてある。

１　手学（手習い）

２　近世学校（武士の教育）

３　教育の理念　４　日本の小学校・中学校

５　日本の高等学校

本稿では，著書からの引用の前に，四六答申

資料を掲げることとした。

○四六答申（中央教育審議会資料より）

以下の資料から，教育内容の変遷とその時代

４

図Ⅱ・Ａ‐３ 初等教育（戦後は義務教育）における教科等の時間配当の変遷
（注） 戦前は８学年，戦後は９学年間につき，法令等に規定された各学年別の男子の週当たり時間数を教
科別に合計し，総時間数に対するその平均的な割合を求めたものである。

図Ⅱ・A‐４ 中等普通教育機関における教科等の
時間配当の変遷

（注） 戦前＝中学校，中学校＋高等学校普通科

※資料はすべて「立国の礎」より転載

図Ⅱ・A‐５ 中等実業教育機関（工業）における
教科等の時間配当の変遷

（注） 戦前＝実業学校（明治２９～昭和５は具体的な
事例）の金工科または機械科，戦後＝中学校＋高等
学校工業課程機械科

「文部省編　わが国の教育の歩みと今後の課題　中央教育審議会中間報告　大蔵印刷　昭和４４年」



（文部科学省学校基本調査より作成）
日本の高等学校の学科構成

背景，特に「工業」における「実習」「製図」

等，実技教科の変遷について考究したい。

○武士の教育（新渡戸稲造「武士道」） 近世の

藩校は，武士のための高等教育にも相当するが，

その教課目が第１０章にあり，そこに驚くべき

ことがある。その科目が無くて注意をひく科目

が「数学」である。教課目「撃剣，弓術，柔術

（柔ら），馬術，槍術，兵法，書道，倫理，文学，

歴史」武士の教育全体が数学的観念を養成する

に適しなかった。

○教育理念　新教育基本法（平成１８年・法律

第１２０号） 教育の目的及び目標について，旧法

にも規定されている「人格の完成」等に加え，

「公共の精神」や「伝統と文化の尊重」など，

今日重要と考えられる事柄を新たに規定したこ

と。また，教育に関する基本的な理念として，

生涯学習社会の実現と教育の機会均等を規定し

たこと。

○ものづくり教育（参考）

ｉ�フィンランドの「工作」／「技術的な仕事」，

「技術」をはじめとする広い体験学習主体のも

のづくり教育　フィンランドはPISA２００３で読

解力と科学的リテラシー１位，数学的リテラシ

ー２位，問題解決力３位という優秀の成績を収

平成６年度 平成１９年度

学　校　教 ５,４９７（内　工業６６０） ５,３１３（内　工業６１２）

生　徒　数 ４,８５５,１９９ ３,３９７,７３５

専
　
　
門
　
　
学
　
　
科

（内　工業４２５,６８０） （内　工業２７８,８２７）

農　業

工　業

商　業

水　産

家　庭

看　護

情　報

福　祉

その他

１３５,５６１（２,８％） ９０,１３９（２,７％）

４２５,６８０（８,８％） ２７８,８２７（８,２％）

４７４,３３９（９,８％） ２３４,８５９（６,９％）

１３,５２７（０,３％） ９,８２１（０,３％）

９６,２２３（２,０％） ４７,９０８（１,４％）

２３,７９６（０,５％） １３,０２０（０,４％）

２,３７４（０,０７％）

１０,６９７（０,３％）

８１,５１８（１,７％） １０１,３５７（３,０％）

総合学科 １,２４５（０,０３％） １５３,５８３（４,５％）

普 通 科 ３,６０３,３１０（７４,２％） ２,４５５,１５０（７２,３％）

合　　計 ４,８５５,１９９（１００％） ３,３９７,７３５（１００％）

v ドイツの「デュアルシステム」

（３） 第３章　経済発展・教育変貌

ここでは，次の４つに分け，経済の成長から，

それに伴う教育の変貌についてまとめた。

１　殖産興業　２　高度経済成長

３　技術（工業）教育政策

４　技術（工業）教育の低迷

５

大学型高等教育への進学率の国際比較 （出典）OECD「Education at a Glance２００８」

めた。その１つの大き

な要因として，ものづ

くり教育を普通教育の

中核に捉えていること

があげられる。

ii 中国の普通高等段

階の「技術」

iii アメリカの「万人

のための技術」と

「技術リテラシーの

ための標準」

iv イギリスの「設計

と技術（デザイン＆

テクノロジー）」



○工業教育　低迷の要因

A 人格の形成　a 公共（精神性）と功利（物

質性） b 人間の本質（徳性）と属性（知識・

技能）

B 日常生活　a 家庭生活・学校　b 社会・

職業生活（生活保持　奉仕・献身）

C 教育再考　a 高学歴指向　b 高学習歴指

向

発言力を強めたいと願っているに違いない。

○技能・技術者　企業における技能・技術者を

一応類別してみると，次のように分けることが

できよう。

単能工・一般技術者

実践的技術者

中堅技術者　　　　　　　テクノロジスト

研究的技術者

研究技術者

以上，昭和日本の高度経済成長は，そこで中

心的役割を果たした工業高校卒業生たちの誇り

を奪い，そのご子息たちの高学歴・普通科への

指向傾向の増大となった。また，工業文明の発

達は，働くことが心による奉仕から離れ，労働

が金銭・経済のみと結びつき，金銭・経済を左

右するものが学歴であるかのような感覚まで産

み出した。

人間の所業を経済のみで考えず，献身・奉仕

のものづくりが，信仰・人間の道のレベルで考

えられるようにして，工業文明を生かしたい。

ものづくり（製造業）は永遠なりという。その

背景には，人間の能力発揮ではなく，奉仕の営

み（献身）が厳然とあることを片時も忘れては

ならない。奉仕の心によるものづくりこそ，人

間が生きる社会基盤を強固にする基である。

技能・技術の尊重，作る喜び，ゆるぎない社会

基盤により，人間が喜んで生きる社会，心豊か

な人生をつくり出していきたい。

○専門教育の傍系性　技術（工業）

文明，高度情報通信社会の今日で

も，専門高校で３年間学んだ農業

科，工業科の内容が，企業の中心

的な内容でないことに驚きながら

働いている職業人が多いのではな

いか。学校でも専門教育は傍系の

位置づけに過ぎない。企業でも学

校でも，傍系性が強い専門に生き

ている人達は，もっと専門を学び

６

親の子供への期待（進ませたい学校段階）
【調査対象】小学校４年生から中学校３年生の親９９８名　
（出典） 内閣府「日本の青少年の生活と意識」（２０００）

○岡田文部大臣訓示（要旨） 大正５年　全国

実業学校長会

①産業発達の源泉たる実業教育　②産業の発達

は之を科学の応用にまたざるべからざるは今更

言をまたず　③常に重きを実習に置きて技術の

練磨を図る　④重きを訓育に置き道義を崇び誠

実を主として勤労を重んずる　⑤公益の為には

私欲を抛って顧みざるの意義・精神を有するに

あらずんば決して之を能くすべきにあらざるな

り。

○経済成長

←
→

① １９６０（昭和３５）年 国民所得倍増計画（池田首相）

② １９６３（昭和３８）年 工業高校大幅増設

③ １９６４（昭和３９）年 東京オリンピック

④ １９６５（昭和４０）年 （いざなぎ景気）

⑤ １９６６（昭和４１）年 新３種の神器時代（３Ｃ時代）

（カラーテレビ，カー，クーラー）

⑥ １９６８（昭和４３）年 明治百年記念（昭和元録）

⑦ １９７０（昭和４５）年 大阪万博
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